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はじめに 
私は 2010 年 7 月 27 日より８月 13 日まで、カリフォルニア大学バークレー校(UCB)

の GSP ” Media, Culture and Society: The Middle East in the Global Context”に参

加しました。授業はもちろんのこと、授業外の諸活動においても自分自身の成長につな

がる経験が多く、とても充実した３週間となりました。この体験を、今回は(1)授業、(2)
生活、(3)その他気づいたこと という３点に分けて報告したいと思います。 

 
授業について 

クラスの構成員は大半が GSP の参加生が占め、10 人弱ほど UCB の生徒が参加して

いました。ほとんど全員が中東世界かメディア(特にジャーナリズム)に興味を持つ生徒

でした。また、知的好奇心が強い人たちが多いのが印象的でした。 
授業はゲストレクチャーを中心とした座学と、２週目からはインターネットを使った

ワークショップが平行して行われました。ゲストレクチャーはジャーナリストや中東で

の人権活動家、国連職員など、テーマに沿って様々な人がレクチャーをしてくださいま

した。 
  
座学では、アメリカの特徴が形式・内容ともに現れていたと思います。まず形式につい

てですが、日本のような一方通行型の授業ではなく、生徒が自由に発言してよい双方向

型の授業でした。良い点としては授業が活性化されることです。生徒の直接のフィード

バックによって授業内容が深くなったり、本来の授業内容とは違った方向に広がったり

するのを実際に目の当たりにしました。特にクラス全体で女性の人権問題について議論

があった授業の後は、いつもの授業より濃い時間だったように感じました。 
 悪い点としては授業が停滞することです。全部の発言の質が良いわけではないので、

中にはどうでも良い発言や、授業内容を何回も反復させるような質問が散見されました。

また、授業の時間が足りなくなり多くの授業の結末が中途半端となってしまったことは

否めません。 
内容についてですが、担当講師のフランチェスカ先生から中東の近代史や現在の情勢

を学ぶ一方、ゲストからはアメリカおよび中東世界のメディアや、彼らの経験・業績を

踏まえた各々の中東の捉え方をレクチャーしていただきました。 
印象に残っているのが講師の方々の中東についてのレクチャーです。フランチェスカ

先生が「アメリカの国際関係論は『どうやればアメリカがうまく介入できるか』を前提

にしたもの」とおっしゃっていたとおり、今回のプログラムもアメリカの価値観が主役



となるような内容が多かったように感じます。たとえば中東地域における肥満や糖尿病

を治そうと活動していらっしゃる方からのレクチャーがありましたが、医学的に証明さ

れていることとはいえ、肥満を賞賛する性格がある中東文化を無視した独善に走ってい

るような印象も受けました。また、中東とアメリカとの交流の歴史を研究する方から研

究内容について講義がありましたが、中には中東文化を無理やり押し曲げてアメリカ文

化で説明するような内容もありました。 
ちなみにフランチェスカ先生は、アメリカに対してヨーロッパは「その地域の文化を

理解するために研究する」とおっしゃっていました。今まで漠然と海外留学を将来の選

択肢の一つとして考えていた自分でしたが、国によって学問の性格が違うということを

知り、その気持ちが少し具体的になったように感じます。今回は国際関係論における性

格の違いなので、他の分野についてはどのような違いがあるのかは分かりませんが、学

問対象へのアプローチ方法が勉強の中でとても重要な位置を占めると考えている自分

としては、海外で学ぶ際には学問の性格を重要な基準にしたいと思いました。 
 



グループワークでは各国のテレビの立場の違いがくっきりと見えたのが印象的でし

た。全体的にイスラエル軍を非難するような立場をとる国が多く、日本も（他国に比べ

てあまり扱われておらず、インターネット上にはわずかな情報しか残っていませんでし

たが）報道内容は支援船寄りと言えました。メディアの世論に対する影響力を考えると、

世界でのこのような報道内容の両極端化がパレスチナ問題の深刻化の原因の一つであ

り、これからも問題解決の障害になっていくのではないか、という結論が出ました。 
個人課題では、日本のテレビメディアのほかに、韓国・中国のメディアがこの問題に

ついてどのように扱っているかを調査しました。問題と直接関係していない３カ国の間

でも、この問題に対する関心の程度に大きな違いがあることがわかりました。比較的無

関心の日本、韓国に比べて、中国のテレビはこの問題を非常に多く取り扱っていました。

国際政治でも中国政府は世界に先立ってイスラエルを非難しており、世界のイニシアテ

ィブを握ろうとする意識の高さがメディアに現れていました。 
 

生活について 
生活はキャンパス近くの寮が中心でした。３人部屋に滞在し、オックスフォードの学

生と北京理工大学の生徒がルームメイトでした。お互いの国について話しあうなどして、

楽しく過ごすことが出来ました。 文化の違いによる生活上のトラブル等、気になった

こともありませんでした。 
食事は近くのカフェテリアでしたが、時間の融通がききにくい上に口に合わない料理

が多かったです。バイキング方式でしたが、ほぼ毎日サラダ・ピザ・フライドポテトの








